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　　　　　　　　　　　　　　　　　　I’　緒　　　　　言
　果樹栽培上光合成が重要な事は云うまでもないが，それについての研究は主として落葉果樹を材
料としており，常緑果樹を材料としたものか少い。そこで，筆者等は栽培上の資とするために柑橘
葉の同化，呼吸及び転流の実態を知る必要があると考え, 1953, 1954年め両年に種々の実験調査を
行つたが，その内，見掛けの同化量の季節的変化を主体として報告する。
　当実験調査に際し種々便宜を計られた当教室門田寅太郎教授及び校閲の労を賜われた京都大学小
林章教授に厚く感謝する。
１
　　　Ｉ　　実　　　　　験．
柑橘園の成木葉の見掛けの同化量について
　　1 ｡･ 実験材料及び方法：測定期間は1953年３月27日より同年]２月末まで，ほぼ一週間毎に測
定した。場所は高知県香美郡香我美町の南面の階段畠である。材料として３本の約20年生桐殼砧
早生温州みかん及び２本の約40年生桐殼砧日向夏みかんを用いた。実験方法は打抜法である。夫
　　　　Ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　Ｍ々の材料の樹冠内の任意の葉を選び，塵埃，薬剤をよく除いた後，所定の時刻に径１ｃｍの打抜器
で50枚宛打抜き，直ちに100°Ｃで乾燥した後80°Ｃに移し，約12時開放置して，その乾重を秤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　ｊ　●　　　　ヤ量した。打抜き時刻は午前７時からと午後２時30分からとの２回で，午前，午後の打抜き位置か
主脈を中心に左右対称で，その乾重の変化量を見掛けの同化量とした。尚，材料の管理は普通の方
法である。
　　2.＼実験結果：温州みかんの不結実弦及び結実呟の前年生春葉，当年生春葉について，また日伺
夏みかんについて同様に1953年に測定した所，次の第1, 2, 3, 4表及び第5，6･, 7', 8表
を得た。　　　　　　　ノ
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第１表　　温州みかん不結実枝前年生春葉の見掛の同化量
月日 午前の葉乾重 午後の葉乾重 '見掛の同化量
-一 度　　　度
7. Oa. m.･2.5p.'ni.
-
総日照量 混 天　侯
3.27
4.11
　　1S
，22
　　29
5.6
　　13
　　20
　　27
6.3
　　11
　　17
　　24
7.1
　　8
　　15
　　22
　　29
8.12
　　21
9.2
　　9
　　16
　mg
496.5 (100)
565.5　（.ｹﾞ）
530.0　（.ｹﾞ）
587.5　（ゲ）
603.0　（ゲ）
593.5　（ダ）
588.0　（ゲ）
551.5　（ゲ）
584.0　（ゲ）.
531.5　（ゲ）
555.0　Cｸﾞ）
542.5　（ゲ）
527.5　（ゲ）
520.5 ( '/)
530.5　（グ）
580.0　（グ）
■585.0 {'/)
556.3　（ゲ）
503.7　（ゲ）
512.5 (､ｸﾞ）
498.0　（O
506.9 (グ）
501.3　（ゲ）
　mg　｀539.0 (108.5G)
562.7 ( 99.50)
530.3 (100.05)
602.9 (102.62)
626.5 (103.90)
615.0 (103.62)
594.5 (101.11)
568.5 (103.08)
591.0 (101.20)
535.2 (100.70)
560.5 (100.99)
554.5 (102.21)
555.0 (105.21)
520.0 ( 99.90)
537.0 (101.23)
582.0 (100.71)
595.0 (101.71)
587.5 (105.61)
515.2 (102.28)・
529.0 (103.22)
506.0 (101.61)
512.0 (101.01)
529.0 (105.53)
十471（十8.56)
－2.8（－0.50）
十〇.3（＋0.05）
十15.4 (十2.62）・
十23.5 (十3.90)
十21.5 (十3.62)
十6.5 (十1.-11)
十17.0 (十3.08)
十7.0 (十1.20)
十3.7 (十〇.70)
十5.5 (十〇.99)
十12.0 (十2.21)
十27.5 (十5.21)
-0.5 (-0.10)
十6.5 (十1.23)
十2.0 ( 0.71)
十10.0 (十1.71)
十31.2 (十5.61)
十11.5 (十2.28) .
十16.5 (十3.22)
十8.0（十1.61)
十5.1 (十1.01)
　27.7 (十5.53)
　　.゜C　　°C
　　　10　　12
　　　19　　23
1　13　　12
･ 13.5 21. S
　　　18　　17
　　　15｀　　18
　　・1い　22
　･ ' 20 ■　24
　　　21　　:24
　　・19 ' 21.5
　　　18　　21
　　　24 ‘ 25
　　　23　　24.5
　　　25　　・25
　　　28-　　27
　　　25　　ヽ22
　　　24　　27
　　　28　　29.5
　　　28　　28
　　　27　　30
　　　28　　29
　　j 21.5　26.5
　　　24. S　30.0
Cal/cm2
　　319
　　530
　　110
　　577
　　121
　　142
　　233
　・　611
　　349
　- 497
　　282
　　416
　　624
　　521
　　352
　　155
　　207
　　522
　　217
　　502
　　546
　　555
　　419
時間
3.2
7.0
0
9.6
0
0
0
3.1
2.8
5.9
0
6.1
10.3
　8.5
　2.9
　0
　0
　6.3
　8.6
11.1
11.0
n.0
　7.5
　時～曇
　　時局曇一雨
　　時曇～雨
　　曇
　雨～曇
　時～曇
　　曇
曇時々晴
　　曇
　　曇
　　時
　時一冊
　うす曇
　曇～雨
　雨～曇
　　時
　時～曇
　　時
　　時
　　時　　晴
註　１
　　　２
　　　３
　（　）は午前の重量を100とした比数。
総日照量，日照時数は高知測候所による。
以下同じ。　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　第２表　　温州みかん不結実枝当年栄春葉の見掛けの同化ｍ
月日 午前の葉乾重 午後の葉乾重 見掛けの同化瓜
7.0a.m. 2ご5茫m.|総日照量
白照
時数 天　侯
　5.20
　　27
　6.3
　　n
　　17
　　24
　7.1
.　　8
　　15
　　22
　　29
　8.12
　　21
　9.2
　　　9
　　16
　10.1
　　15
　　22
　　29
　11.5
　　12
　　19
　　27
12.10
　　17
　　24
　　31
　mg
224.5 (100)
228.0　（ゲ）
271.0　（ゲ）
345.0　･(.'/)
373.0　（.ｸﾞ）・
376.5　（グ）
367.0　（グ）
445.5　（グ）
493.5　（グ）
474.5　（グ）
451.5　（グ）
429.5　（ゲ）
418.3　（グ）
466.5　（グ）
445.0　（グ）
414.0　（グ）・
398;0 (ダ）
469.9　（ゲ）
438:8　（グ）
451.5　（グ）
445.5　（ゲ）
450.6　（.ｸﾞ）
469.8　（グ）
467.8　（グ）
477.8 (.ｸﾞ）
461.5　（ゲ）
493.2 (,ｸﾞ）
477.5 (.ｸﾞ）
23
rt（104.90）
249.0 (109.21)
284.7 (105.06)
370.0 (107.25)
404.0-(108. 31)
394.0 (104.65)
378.2 (103.05)
467.5 (104.94)
499.5 (101.22)
501.0 (105.58)
481.0 (106.53)
454.2 (105.75)
446.0 (106.62)
473.0 (101.39)
454.9 (102.18)
440.5 (106.40)
407.0 (102.52)
478.5 (101.87)
444.0 (101.19)
468.5 (103.77)
464.0 (103.92)
456.2 (101.24)
480.7 (102.32)
479.6 (102.52)
488.5 (102.24)
459.8 ( 99.63)
493.4 (100.04)
478.2 (100.15)
十1
rS（十4.'90)・
十21.0 (十9.21)
十13.7 (十5.06)
十25.0 (十7:25)
十31.0 (十8.31)'
十17.5 (十4.65)
十11.2 (十3.05），
十22.0 (十4.94)、
十6.0 (十1.22)
十26.5 (十5.58)
十29.5 (十6.53)・
十24.7 (十5.75)
十27.7 (十6.62)
十6.5 (十1.39)
十9.7 (十2.18)
十26.5 (十6.40)
十10.0 (十2.52)
十8.8 (十1.87)
十S.2 (十1.19)
十17.0 (十3.77)
十17.5 (十3.92)
十5.6 (十1.24)
十10.9 (十2.32)
十11.8 (十2.52)
十10.7 (十2.24)
-1.7 (-0.37)
十〇.2（十〇.04）
十〇.7（十〇.15)-･
　　　　゜C　　°C
　　　20　　24
　　　21　　24 .
　　　19　　21
　　’18　　21
　　・24･.　’25　1
　　一23　　24.5
　　　25･　　25
. 28- ‘　27
　　　゛2S　　22
　ヽ24　.27
　，28　　29.5
　　　28　・　28.5
・　　27　　31
　　　,28　29｀
　　　21.5こ　25.5
　　　24.5　30
　　■20.8　24.5
　　　17　　20
　　　20 ’　22.5
　　　16.5　22
　　　19.8　20
　　　10.5　13.8
　　　10　　14
　　. 10.2　11.5
　　’14　, 13.8
　　　12.8　18.8
　　　　3.5　n
　　　　5　　　7　’
Cal/cm2
　　611
　　349
　　497
　　282
　　416
　　624
　　521
　　352
　　155
　　207
　　522
　　217
　　502
　　546 .
　　555
　　419
　　192
　　462
　　412
　　288
　　359
　　388
　　375
　　345
　　327
　　　92
　　192
　　244
　時間
　3.1
　2.8
　5.9
　0
　6.1
10.3
　8.5
・2.9
　0
　0
　6.3
　8.6
11.1
11.0
11.0
　7.5
　0
　9.0
　9.0
　5.7
　8.3
　9.3
　7.6
　7.8
　6.9
　0
　1.9
　4.4
　晴～息
　　息
　晴　息
　　息
　　息
　　晴
　晴～息
　･うす息
　息～雨
　甫一息
　　晴
　晴～息
　ダ晴
　　晴
　　晴
　　晴
　　息
　　晴゛
　　晴
　息～晴
　　晴
　　晴
　　晴
　　晴
　息～晴
　　息
　　息
曇シグレ
?????????
柾橘類の生態学的研究　ご(吉村:･岩川)
第３表　　温州みかん結実技前年生春葉の見掛けの同化量
･3
月日 午前の葉乾重 午後の葉乾重 見掛けの同化量 　　温　　　度7.0a.m. 2.5p.m. 総日照量 混 天　候
5.27
6.3
　n
　17
　24
7.1
　　8
　15
　22
　29
8.12
　21
9.2
　　9
　16
・51
?琶（100）〕
　573.5　（･グ）
　562.0　（ゲ）
　516.0　（ゲ）
　491.0　1（グ）
　498.5　（グ）
　500.0　（ゲ）
. 545.5　（ゲ）
　5S6.5　（､ｹﾞ）
　534.7　（グ）
　505.2　（グ）
　512.0　（ゲ）
　508.9 (// )
　485.0　（グ）
　512.2 (//)^
52
rS（102.05）
568.5 ( 99.13)
578:0 (102.85)
510.5 ( 99.03)
519.0 (105.70)
498.5 (100.00)
519.0 (103.80)
566.0 (103.76)
586.0 (105.30)
540.0 (100.99)
512､0 (101.35)
522.8 (102.11)
Si4.5 (101.10)
496.5 (ﾆ102.37)
531.8 (103.83)
　mg
十10.5 (十2.05)
－5.0（－0.87）
十16.0 (十2.85)
－5.5（－0.97）
十28.0 (十5.70)
士　O（　0.00）
十19.0 (十3.80）
十20.5 (十3.76)
十29.5 (十5.30)
十.5.3 (十〇.99)
十6.8 (十1.35)
十10.8 (十2.U)
十5.6 (十1.10)
十11.5 (十2.37)
十19. S (十3.83)
　　　゜C　　°C
　　21　　24
　　ﾆL9　　21.5
　　18　　21
’24　　25
　　23　･ 24.5
　　2S　　25
　　28　　27
　　25　　22
　　24　　27
　　28　　29.5
　　28　　28.5
　　27　　31
　　28　　29
　　21.5　26.5
　　24.5　30
Cal/cm2
　　349
　　497
　　282
　　416
　　624
　　521
　　352
　　155
　　207
　　522
　　217･
　　502 ・
　　546
　　555
　　419
　時間
　2.8
　5.9
　0
　6.1
10.3
　8.5
　2.9
　0
　0
　6.3
　8.S
11･.1
n.0
11.0
　7.5
　曇
曇～晴
　曇
　冊　晴
晴～曇
うす冊
曇～両
両～曇
　晴
晴－曇
　晴
　晴
　晴　晴
第４表　　温州みかん結実技当年生春葉の見掛けの同化量
月日 午前の葉乾重‘ 午後の紬乾重　｜　宛掛の同化量 　温　・度・
7.0a. m.2.5p.m. ｓ日面混 天　候
　5.27
　6.3
　　n
　　17
　　24
　7.1
　　　8
　　15
　　22
　　29
　8.12
　　21
　9.2
　　　9
　　16
　10.1
　　15
　　22
　　29
　n.5
　　12
　　19
　　27
12.10
　　17
　　mg
　243.0 (100)
　284.0　（､ｸﾞ）
　387.0 ( '/ )
　409.0　（グ）
　454.3　（ゲ）
　463.0　（ゲ）
　487.5　（ゲ）
・491.0　（グ）
　500.5　（ゲ）
447.5　（グ）
　441.8 (.ｸﾞ）
　436.5　（ゲ）
・453.9　（.ｹﾞ）
　436.8　（〃）
　441.1　(//)
　423.5･（グ）
　486.8 (が）
　480.2 (グ）
　483.6　（が）
　459.6　い/）･
　477.5　(/'■)
　443.3　（.ｸﾞ）
　481.5　（が）
　*482.2 (グ）
**486.5　（グ）
2詔?S r107.00）
302.0 (1び6.34)
413.5 (106.85)
430.5 (105.26)
477.3 (105.06)
482.0 (104.10)
467.5 (102.05)
514.0 (104.68)
521.0 (104.10)
467.0 (104.36)
451.5 (102.20)
457.1 (104.72)
472.1 (104..01)
461.0 (105.-54)
463.2 (105.01)
439.2 (103.-71)
498.8 (102.47)
496.5 (103.39)
501.8 (103.76)
478.5 (104.11)
493.5 (103.39)
465.0 (104.90)
493.0 (102.39)
497.0 (103.07)
486.6 (100.02)
　mg
十17.0 (十7.00）
十18.0 (十6.34)
+'26.5 (十6.85)
十21.5 (十5.26)
十23.0 (十5.06)
十19.0 (十4.10)
十10.0 (十2.05)
十23.0 (十4.68)
十20.5 (十4.10)
十19.5 C十4.36）
十9.7 (十2.20)
十20.6 (十4.72)
十18.2 (十4.01)
十24.2 (十5.59)
十22.1 (十5.01)
十15.7 (十3.71)
十12.0 (十2.47)
十16.3 (十3.39)
十18.2 (十3.76)
十18.9 (十4.11)
十16.2 (十3.39)
十21.7 (十4.90)
十11.5 (十2.39)
十14.8 (十3.07)
十〇.1（十〇.02)
　゜C～　゜C
21　　24
19　　21.5
18　1　21
24　　25
23　　24.5
25　　2S
28　　27
25　　22
24　　27
28　　29.5
28　　28.5
27　　31
28　　29
21.5　26.5
24.5　30
20.8　24.5
17　　20
20　　23.5
16.5　22
19.8　20
･10.5　13.8
10　　14
10　　11.5
14　　13.8
12.8　18.8
Cal/cm2
　　349
　　497
　　282
　　416
　　624・
　　521
　　352
　　155
　　207
　　522
　　217
　　ら02
　　546
　　555
　　419
　　192
　　462
　　412
　　288
　　359
　　388
　　375
　　345
　　327
　　　92
　時間
　2.8
　5.9
　0
　6.1
10.3
　8.5
　2.9
　0
　0
　6.3
　8.6
11.1
n.0
n.0
　7.S
　O　ぷ
　9.0
　9.0
　5.7
　8.3
　9.3
　7.6
　7.8
　6.9
　0
　曇
曇～晴
　ａ　醤
　晴
晴～曇
うす曇
曇～両
両～曇
　晴
晴～曇
　晴
　晴
　晴　晴
　曇
　晴
　晴曇～晴
　晴
　晴
　晴　晴
曇～晴
　曇
3.27
???
?
????
5｡ 6
13，
註　■3f-K-K-果実収穫後．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･=
　　　　　　　第５表　　日向夏みかん不結実技前年生春葉の見掛けの同化量
　　mg
435.7
474.
464.
464.
455.
463.
453.
??
(100)
???????????
０
３
（グ）
（グ）
　　mg
473.5
473.0
487.0
477.6
480.4
4G1.5
453.0
(108. 68）
??????? ???????? ?????
( 99.68)
( 99.93)
　　mg
＋37.8（＋8.68）
- 1.5 (-0.32)
+ 23.0 (+4.96)
+ 13.3 (+2.8G)
+24.9 (+5.74)
-1.5 (-0.32)
－0.3（－0.07）
?????
?
?
????． ?
? ?
? ? ?
??????
??????
??
????
??
????????? ???
??????????―
??????????
４????
６ ３
??????????????????? ?
??
423.5 (100)
429.5　（ク）
379.5　（ク）
475.5
457.5
425.5
407.5
422.7
460.5
477.3
408.5
-
413.0
415.4
429.7
424.3
（.ク）
（ク）
（グ）
（ク）
（.ク）
?????????
（ク）
??????
（ク）
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440.5 (104.01)
454.4 (105.80)
393.0
496.0
484.0
??????
?????
?????
442.0 (103.83)
435.0 (
435. S (
454.0 (
485.5
422.3
-
106.75)
103.26)
　98.59)
101.72)
103.38)
431.4 (104.46)
441.1 (105.19)
440.0 (102.40)
446.0 (105.11)
+17.0（＋4.01）
+24.9 ( + 5.80)
+13.5 ( + 3.56)
+20.5 ( + 4.31)
+26.5 (+5.79).
+16.5 ( + 3.88)
+ 27.5 ( + 6.75)
+13.8 (+3.26)
- 6.5 (-1.41)
+ 8.2 ( + 1.72)
+13.8 (+3.38)
-
+ 18.4
+ 25.7
＋10.3
+ 21.7
(+4.46)
(＋6.19)
( + 2.40)･
(＋5.ｎ)
???????????????
??
?
?? ??????????????? ?
??????????????
?????????
?????
第６表　　日向夏みかん不結実技当年生春葉の見掛けの同化量
?????????????
?
??????
り
＝
??? ???
11
11
１
０
?
?
?
?
? ?
????????
晴～曇
　曇
曇～雨
雨～曇
　晴
一
　晴
　晴
　晴
　晴
月日 午前の菓乾重 午後の葉乾重　． 毘掛の同化瓜・
　温　　屁‘
7.0a.m.2.5p.m.
総日照瓜
日照
時数， 天　侯
　5.20
　　27
　6.3
　　n，
　　17
　　24
　7/1
　　　8
　　15
　　22
　　29
　8.12
　　21
　9.2
　　　9
　　16
　10.1
　　15
　　22
　　29
　11.5
　　12
　　19
　　27
12.10
　　17
　　24
　.31
　19
1S（100）
　224. 0 ('/ )
　236.0　（ゲ）
　372.0　（,ｹﾞ）
　386.0 ( '/)
　338.5　（ゲ）
　353.0　（グ）
　367.0　（.ｸﾞ）
　403.5　（グ）
・388.2　（グ）
　374.5　（ゲ）
　-
　358.7　（グ）
　359.6　（ゲ）
　383.7　（ゲ）
　386.0　（ゲ）
　371.5　（.ｸﾞ）
　397.2　（ゲ）
　392. S　（ゲ）
　379.6　（グ）
　404.5　（ゲ）
　422.7　（ゲ）
　421.6　（グ）
　401.7　（グ）
　408.9　（ゲ）
　437.9　（グ）
　423.2　（.ｹﾞ）
　426.0　（ゲ）
20?S（105.70）
239.0 (105.70)
259.3 (109.87)
392.0 (105.38)
415.0 (107.51)
356.0 (105.17)
374.0 (105.95)
381.5 (103.95)
419.5 (103.97)
413.0 (106.39)
397.0 (106.01)
-
372.0 (103.71)
377.7 (10S.03)
400.0 (104.25)
413.0 (106.99)
383.2 (103.15)
410.5 (103.35)
402.3 (102.50)
400.1 (10S.40)
412.9 (102.08)
424.8 (100.50)
431.7 (102.40)
415.0 (103.31)
415.3 (101.57)
435.0 ( 99.34)
428.9 (101.35)
427.0 (100.23)
十n?O（十5.70)
十15.0 (十6.70)
十23.3 (十9.'87)･
十20.0（十5.38)
十29.0 (十7.51)
十17.5 (十5.17)
十21.0 (十5.95)
十14.5 (十3.95)
十16.0 (十3.97)
十24.8 (十6.39)
十22.5 (十6.01)
一
十13.3 (十3.71)
十18.1 (十5.03)
十16.3 (十4.25)
十27.0 (十6.99)
十11.7 (十3.15)
十13.3 (十3.35)
十9.8 (十2.50)
十20.5 (十S.40)
十8.4 (十2.08).
十2.1 (十〇.50)
十10.1 (十2.40)
十13.3 (十3.31)
十6.4 (十1.57)
- 2.9 (-0:66)
十5.7 (十1.35)
十1.0 (十〇.23)
　　　゜C/゜C
　　20　　24゛
　　21　　24
　　19　　21.5
　　18　　21
　　24　　25
　　23　･ 24.5
　　25　　25
　　28 .　25
　　25　　22
　　24　　27
　　28　　29.3
　　　　-
　　27　　31
　，28　　29
　　21.5　26.5
　｜　　　　　ず　24.5 30
　. 20.8　24.5
　　17　　20
　，20　　23.5
　　16.5　22
　　19.8　20
　　10.5　･13.8
　　10　　14
　　10.2　n.5
　　14　　13.8・
　　12.8　18.8
‘　3.5　，11
　　　5　　　7
Cal/cm-
　　611
　　349
　　497
　　282
　　416
　　624
　　521
　　352
　　155
　　207
　　522
　-
　　502
　　546
　　555
　　419
　　192
　　462
　　412
　　288
　　359
　　388
　　375
　　345
　　327
　　　92
　　192
　　244
　時間
　3.1
　2.8
　5.9
　0
　6.1
10.3
　8.5
　2.9
　0
　0
　6.3
-
11.1
11.0
11.0
　7.5
　0
　9.0
　9.0
　5.7
　8.3
･9.3
　7.6
　7.8
　6.9
　0
　1.9
　4.4
　晴～冊
　　冊
’曇～晴
　　曇
　　冊
　　晴
　晴～冊゛
　　曇･
　冊～雨
　雨一冊
　　晴
　一
　　晴
　　晴
　　豚
　　晴
　　曇
　　晴
　　晴
　冊～晴
　　晴
　　晴
　　晴
　’晴
　曇～晴，
　　冊
　　曇　’･･
冊シグレ
第７表　　日向夏みかん結実技能年生春葉の見掛けの同化量
.月､日 午前の葉乾重 午後の葉乾重 毘掛の同化瓜
　温　　度
7.0a.m.2.5p.in.
総日照量
治照‾
時撒 天　候
3.27
5.27
?????????
　　mg
418.9
410.0
405.5
456.5
420.5
414.2
(100)
　（ク）
　（○
-（グ）
????
自mg
449.0 (107.19)
434.5 (105.98)
433.5 (106.91)
466.0 (102.08)
430.7 (102.43)
430.0 (103.81)
　゜Ｃ
10
+28.0
+ 9.5
+ 10.2
＋15.8
????
＋6.
＋2;
＋2.
＋3.
?????
?
??????
???? ?
゜Ｃ
???
21.5
‘21'
2S
24.5･
l/cm^
319
???????????
2.8
5.9
01
6;1
10.3
晴～曇丿
　曇
曇～晴???
????????
8.12
　21
????
?
16
440.2
424.5
432.5
437.0
422.2
-･
415.5
422.0･
417.7
4O4.,3
（.ク）
??????
（グ）
（.グ）
（グ）
（ク）
（μ）
柑橘,類の･生態学的研究　（吉杜･岩肝）
449.7 (102.16)
445.5 (104.95)
452.3 (104.
452.0 (103.
428.5 (101.
???
-
425.2 (102.33)
425.3 (100.78)
430.0 (102.94)
430.7 (106.53)
十･9.5 ( + 2.16)
＋21.'0
＋:19.8
＋15.0
+ 6.3
-
(＋4 ??????????
?????????
?
?
?????
十, 9.7 ( + 2.33)
＋3.3（十〇.78)
+12.3 (+2.94)
+ 26.4 (+6.53)
?????
??
??????‐???????
?
??????。 ???
　521
　352
　155
　207
　522
-
　502
　546
　555
　419
??
??
?
-
11.1
11.0
n.0
‘7.5
５
晴~曇
良
一･????
第８表’‘　日向夏みかん結実技当年生春葉の見掛けの同化量
-
　月日
-
　5.27‘
　6.3
　　n
　　17
　　24
　7.1
　　'8
　　15
　　22
　　29
　8.12
　　21
　9.2
　　9
　　16
　10.1
　　15
　　22
　　29
　11.5
　　12
　　19　　27'
12.10
　　17
　　24
　　31
午前の葉乾重 午後の葉乾重 見掛の同化量
　温　　度
7. 0a.m.2.5p.m.
総日照量
－　　－　日照
　時敢 天　候
　　mg
　210.5 (100)
　244.0　（グ）
　343.5　（グ）
　349.5　（ゲ）
　337.0　（.ｸﾞ）
　361.5　（ゲ）
　359.0　（ゲ）
　389.5　（グ）・
　368.0　('/)
　356.0　（グ）
　-
　356.8　(.'/)・
　341.2　（ゲ）
　384.5　（ゲ）
　373.7　（ゲ）
　360.5　（ゲ）
　409.0　(.'/)
　389.6　（,ｹﾞ）
　389.2　（ゲ）
　398.6 ( '/)
　426.0　（グ）
　414.2　（,ｸﾞ）
・424.7　（,ｸﾞ）
　412.3 . ( '/)
　419.5　（ゲ）
　413.3　（,ｹﾞ）
　421.7　（グ）
22
yS（105.46）
259.0 (106.IS)
363.5 (105.82)
370.5 (106.01)
361.5 (107.27)
381.5 (105.53)
377.5 (105.15)
413.0 (106.03)
388.5 (105.57)
374.5 (105.20)
-
363.0 (103.14)
353.7 (103.66)
403.9 (105.05)
402.0 (107.57)
374.3 (103.83)
419.7 (102.62)
394.8 (101.33)
396.0 (101.75)
408.7 (102.53)
434.9 (102.09)
425.4 (102.70)
437.2 (102.94)
415.4 (100.75)
425.2 (101.36)
415.8 (100.60)
422.4 (100.17)
　十賢?5（十5.46)
　十15.0 (十6.15)
　十20.0（十5.82)
　十21.0 (十6.01）
　十24.5 (十7.27)
　十20.0 (十5.53)
　十18.5 (十5.15)
　十23.5 (十6.03)
　十20.5 C十5.57)
　十20.5 (十5.20)
　一
　十11.2 (十3.14)
、十12.5 (十3.66)
　十19.4 (十5.05)
　十28.3 (十7.57)
　十13.8 (十3.83)
　十10.7 (十2.62)
　十5.2 (十1.33)
　十6.8 (十1.75)
　十10.1 (十2.53)
　十8.9 (十2.09)
　十11.2 (十2.70)
　十12.5 (十2.94)
　十3.1 (十〇.75)
　十5.7 (十1.36)
　十2.5 (十〇.60)
　十〇.7（十〇.17)
　　゜C　　°C
　･21　‥･24
　　19　　21.5
　　18　　21
　　24　　25
　　23　　24.5
　　25　　25 .
　　28　　27
　　25　　22
　　24　　27
　　28　　29.5
　　　　-
　　27　　31
　　28　　29
　　21.5　26. S
　　24.5　30
. 20.8　24.5
　　17　　20
　　20　　23.5
　　16.5　22.
　　19.8　20
　　10.5 ’13.8
　　10.　14
‘　10.2　n.5
　　14 ，　13.8
　　12.8　18.8
　　3.5　11
　　5　　　7
Ca】/cm2
　　349
　　497
　　282
　　416
　　624
　　521
　　352
　　155
　　207
　　522
　-
　　502
　　546
　　555
　　419
　　192
　　462
　　412
　　288
　　359
　　388
　　375
　　･345
　　327
　　　92
　　192
　　244
　時間
　2.8
　5.9
　0
　6.1
10.3
　8.5
　2.9
　0
　0
　6.3‘｀
-
11.1
11.0
11.0
　7.5
　0
　9.0
　9.0･
　S.7
　8.3
9.3
　7.6
　7.8
　6.9.
　0
　L･9 ，
　4.4
　　昏
　昏一時
　　昏
　　昏
　　晴
　時～昏・
　　昏
　昏～雨
’雨～冊
‥一昨’
　一
　　時
　　晴
　　晴
　　晴
　　曇’
　　時
　　晴
　昏～晴
　　晴
　　晴
　　時
　　時・
､.曇～時
　　曇
　　昏
昏シグ,レ
　即ち，温州みかん，日向みかんの結実枝葉，不結実葉の見掛けの同化量はいづれも夏，｡秋，初冬
と季節の推侈に伴い減少し，特に両者の不結実枝葉に於いて明瞭である。又，此･の季節に伴う減少
は当年生春葉（新葉と表現する）に於いて極めて顕著で，前年生葉｡（旧葉と表現する）に於いて。
梢々不明瞭である。又，結実枝葉と不結実枝葉との見掛けの同化量の間に差が不明瞭である。
　　　　　　　　　　　２．遮光栽培幼樹の見掛けの同化量につしヽて
a a 〃 ÷
　１．実験材料及び方法：自然光量のほぼ50～60縮,･30～40％及び10～20％となる如く，蔑簑
C1952)又は細板(1953, I95i)で四囲を覆うて遮光し，実験区とする。各区３個体宛である。鉢
植の桐殼砧早生温州みかん幼樹を1952年に遮光枠中に入れ，以後３ヶ年間栽培した。ｊ旦し，その
間，春毎に鉢及び鉢土を交換し，普通の管理を行った。測定の方法は前実験と同じであるＪ
　２．実験結果(1):･これ等幼樹の当年生春葉を材料として, 1953年に見掛けの同化量を比較測定し
た所第９表の結果を得た。
６1953年８月４日　快晴
高知大学学術研究報告　第6.巻第４号
　第９表　　温州みかんの陰生菜め見掛けφ同化瓜
ﾉｿ 　実測総日照瓜30分毎の合計Lux 夙♂
葉　　乾　　重．‘mg
見掛けの同化瓜
　mg
午前７時の葉乾重
lOOmg当りの見掛
けの同化量　mg午前７時 午後２時30分
日照2 100%区
　　　　SO％区
　　　　30％区
　　　　10％区
1037800(100.0)
578600( 55.8)
330200( 31.8)
130600( 12.6)
30.8
31.0
30.2
29.3
558.6
467.4
459.3
318.5‘’
58S.2
498.6
474.6
322.5
27.6
31.2
15.3
4.0
4.995 (100.0)
6.632 (134-2)
3.331 ( 67.4)
1.256 ( 25.4)
1953年８月12日　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛
日照量100％区1020500(
　　　‘　50％区　S51500(
　　　　30％区
1　
315250(
　　　　10％区　107560（
　1953年８月19日　曇天
1日照jl 100%
　　　　50％
　　　　30％
　　　　10％
??????????????
????????????????????
???
???
????
???????
?
?
?
? ???????
33.6
34.4
32.9
31.2
33.5
33.8
33.7
32.5
561.3
479.9
456.7
303.1
553.･4
461.2･
457.4
319.4
582.8
508.4.
469.5'
308; 5
575.2
471.4
460.4
318.7
21.5
28.5
12.8
　3.4
21.8
10.2
　3.0
－0.7
???????????
??????????????? ??
　3.939 (100.
　2.212 ( 56.
　0.656 ( 16.
-0.219 (-5.
?????
　　　註　１．実測総日照量は30分毎測定値の合計。　　　　　　　　　　　。
　　　　　　２．（　）は100%区を100とした比数，《　｝は８月４日√８月12日の晴天を平均したものを100
　　　　　　とした比数である。　　　　　　　　・
　即ち，当日晴天であったか，見掛けの同化量が最も多いのは㈲･ヽ･60％区でi00％区を100･とす
ると130～155で，30～40％区，10～20％区が100％区のμ）Oに対して夫々67～73, 25～29で
ある。また８月12日の曇天時の日照量は８月４日，19日｡の晴天時の約半量で，従って30～40％区
は晴天時の10～20％にに相当し，10～20％区では僅糾こ晴天時の日照量の44％に過ぎないJ晴
天時と気温がほぼ同じであったためか，見掛け･の同化量は夫々の総日照量にほぽ比例しており，曇
天の10～20％区は負となっているＱ　　　　　　　　　●。　　・・。
　実験結果C2）:2ヶ年間普通に管理した鉢植の温州みかん幼樹を，当日のみ遮光枠中に入れ，遮光
栽培３ク年の幼樹と見掛の同化量を比較測定した所，第10表の如き結果を得た。
　　　　　　　　　　　第10表　　みかんの遮光葉，陰生葉の見掛けの同化鼠
　1954年９月ｎ日　晴天　鉢植　幼樹
　　　　註　１．遮光葉とは２年間露地栽培したものを当日めjみ遮光，陰生葉とは３年間遮光栽培したもの。
　　　　　　２．実測総日照量とは30分毎測定値の総和で，午前７時から午後２時30分迄である。
　即ち，大体の傾向は前結果の晴天時と同じであるが，対称区の当日のみ遮光した葉（陽生葉を遮
光したもので遮光葉と表現する）と遮光区の葉（陰生葉と表現ずる）との間に，面積当の見掛けの
同化量に差が認められないが，葉乾重当りではご陰生葉の方が多･く，特に10-20 %区において明
瞭である○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　Ｉ－　　　・
柑橘類の生態学‘的研究犬（吉村・岩川）
７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　考こ　　　察●
　午前７時と午後２時30分との葉乾重の差をその一日の見掛けの同化量とみなしたが，筆者等か温
州みかん葉の同化の日変化を追求して，'午後３時以後には殆んど見掛けの同化量がない事を認めて
　　(19) (5)>(6)i(7;.CSJ.C9)(15).(16)おり,‘葡萄，　　　　　和梨，　　でも同様の事が論ぜられている。同化は内外の諸因子の綜合の
働きによるも'ので，一要因のみを単純に取出して考える事は困難な上に不自然である。その上，此
処で考察する見掛けの同化量は真の同化量に呼吸量，転流量が影響したもので，且，測定期間も極
めて永く春より初冬に及び，圃場で測定したものであるから，内外の諸要因が一層複雑に作用して
いるｊ
　ｌ．見掛けの同化量の季節的変化：同化作用は一般に春より増加して夏に最大となり，秋冬にか
　　　　　　　　　　　　(4),(14)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2),:5)け減退すると云われているが，伸長中又は伸長停止後の新葉は同化作用が活溌である。 当実験で
は，温州みかん，日向夏みかん共に新葉の見掛けの同化量は晩春季に最も多く，夏，秋，冬と順次
減少しているか，旧葉の見掛けの同化量は，３月から９月にわたって変化なく，常に新葉の方が旧
葉より多い。此の新葉の見掛けの同化量が春より冬にかけ漸減する理由は,温度及び総日照量が夏，
秋，冬と順次減少する事にもよるが，それ以上に，葉自体の生長による(葉乾重が12月末迄増加
している｡)老化のため，同化機能か衰退したためであろう。又，生育か盛で多量の同化養分を要す
る時期は同化作用も盛であると考えられるか，温州みかん，日向夏みかんの展芽伸長か盛で，薔も
急激にふとる５月上旬から６月下旬にかけて，旧葉の見掛の同化量が特別に多くない。此の事は常
緑樹の柑橘類でも展芽期の生活源が旧葉の当時の同化養分のみによるのではない事を示している。
これは常緑樹の樹幹内炭水化物量か冬季間徐々に増加し，展芽期に急激に減少し，年間の最低量に
　　(12)　　　　　　　　。なる　事からもうなづける
　2.'新，旧葉の見掛けの同化量：今，温州みかん，日'向夏みかんの結実枚及び不結実技について
新，旧葉の見掛けの同化量の度数分布を推計すると第ｎ表となる。
　　　　　　　第ｎ表　　柑橘新旧葉の見掛けの同化量(午前７時の葉乾重lOOmg当mg)の比較
七万1
　階＼新ﾄﾞご題
　級mgぺ岬
温　　州　　み　　か　　ん 日　　向　　夏　　み　　か’ん
不　結　実　枝 結　　実　　枝 不　結　実　枝 結　　実　　枝
旧　葉「新’葉 旧．葉 新　葉 旧　葉 ’新葉 旧　葉 新葉
　9～10
　8～･9
　7～･8
　6～7
　5～6
　4～5
　3～4
　2～3
　1･ヽ.｢2
　071－1～0
－2～－1
　個
１
３
４
３
６
４
２
1個
１
１
３
３
３
３
５
５
２
１
　　個
　　２
　　３．　４
　　２
　　２
　　２
個
１
２
４
８
４
４
　　　　個
　　　　１
　　　　２
　　　　４
　　　　４
　　　　４
　　　　２
　　　　１
・　　３
　　　　１
　　　1個
　　　１
　　　４
　　　６
　　　１
　　　６
．　３
　　　２
　　　２
　　　１
　　個
　　１
　　２
　　１
　　２
　　２
　　５
　　１
‘　１
・個
２
３
７
３
５
３
３
合　　計　個 23 28 ・ 15 23 22 27 15 26
平均丿直　mg 2.42 3.72 2.22 4.32 3.66 4.14 3.84 3.86
流行値mg 1.5 2.0 2.5 4.5 4.5 4.5 2.5 5.5
、即ち，いづれも新葉の見掛けの同花量加目葉より多いが,‥その流行値では新葉の方が逢かに多
八換言すると，新葉は同化機能が高く，同化作用か活溌であるが，外的因子に対して不安定であ
ると云える。尚，新葉の生長はＵ月中～下旬迄盛で，以後12月末迄は極めて緩漫で，12月末でも
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－
旧葉の状態に迄生長していない．　　　　　　　　　　　　　　　｀.
3.結実枝と不結実枝の葉の見掛けの同化量：温州みかん，日I向夏みかんの結実枝葉，不結実枝
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ．　 　　 ・　　　　　　　　　　１７　　　　　１葉の見掛けの同化量について推計すると第１，２図となる○ “ ．
数
個
数
不結実枝葉の平均値
結実枝葉の平均値
結実枝葉
不結実枝葉
~J―y ・~O　O－/　j－j　a-j　J⌒ﾀ今ずｒ‘ｉ　６ヽ７　７･ｊＺりＦｙ゛ ／゜-,,^.
　　　　　　　階　　　　　　級
、第一1･図　温州みかんの結実枝葉及び不結実枝葉の見掛げ
　　の同化£kの比較（午前７時の葉乾重lOOmg当mg）、
･２・丿-7~o Ｑ-ﾔｊｊヽ４
　　　　　　　　　　階
J-J J-￥　￥‘ｌｊ~ぷ　ぶヽ7 7-ｙ ／-ｱ ﾀ-lo 10ヽ"~3
　　　　　　　　　級　　　　　　　，
第２図　日向夏みかんの結実枝葉及び不結実枝及び葉の見
，掛けの同化量の比較（午前７時の葉乾重lOOmg当mg）
第12表
　”即ち，平均値に於いて，温州みか
　ん,。日向夏みかん共に，結実枝葉と
　不結実枝葉との見掛けの同化量の間
　に有意の差が認められないか，分布
　の巾に於いて，両者共に結実枝葉の
，方が狭い。之は結実現象が葉の同化
機能を高めないが;ﾀﾄ的因子に対し
て安定性を高めていると考えられ
る。他方，結実枝及び不結実岐の新
貧の見掛けの同化量の季節的変化を
検討すると，着果後果実の生長か盛
なり月上旬から10月中～下旬の間に
は両者共に結実枝葉の方が少い。之
は果実の生長によって，葉からの同
　　　　　。，　　　　　　　　（9）化養分の転流が活溌化している　事
　を意味すると思う。更に温州みかん
　では10月下旬から12月下旬にかけて
　結実枝葉の見掛けの同化量が不結実
　枝葉よりも多く，初冬にかけて甚し
　く減少していない。その理由は不明
　であるか，結実枝葉の同化機能か
　安定している事を意味していると思
　う。，
　１　４：晴天，曇天及び雨天の見掛け
　め同化量：今, 1953年４月･より12
　月迄の晴天，曇天及び雨天の総日照
　量及び温慶を示すと第12， i3表の如
　くである。
1953年の晴天，曇天，雨天の総日照量の季節的変化　Cal/cm'-　ロビッチ露出計－
4月白
]Xﾖ
S49　（100）
610　（100）
625　(100)
577　（100）
514　（100）
550.5 (100)・
440　（100）
378.4 (100)
306.7 (100)
S16　(85.4)
469　(77.9)
528　(84.5)
552　(95.1)
302　(58.7)
440　(79.9)
402　(91.4)
345　(91.2)
298.8 (97.4)
345･(65.5)
386　(71.7)
351.6 (60.9)
288.7 (56.6)
414 ・(74.6)
302.7 (68.8)
247　(65.3)
145;'3 (48.4)
　240.5 (39.5)
　282　(51.8)
■ 205　(35.6)
　　-
・223　(40.5)
　196　(44.5)
　　-
　　-
　96　(17.5)
147　(24.7)
100　(16.0)
153.5 (26.6)・
125　(30.1)
100　(18.2)
　95　(21.6)
　82　(21.7)
　　-
平均％ 100 % 60～97％ 48～75 % ■ ゛40～51 %･ 16～30％
註　高知測候所の測定値による。
　柑橘類の生態学,的･研究　・（吉村・岩川）
第13表　　1953年の晴天，曇天，雨天の日８回平均気温の比較　゜Ｃ
註　高知測候所の測定値による．
･9
　即ち，曇天の総日照量は晴天の約50～95％で，雨天は晴天の15～45％である。また曇天の温
度は晴天より0.79°Ｃ低く，雨天では晴天より1.3°Ｃも低い。測定結果の内，－・応撒布薬剤の影
響がなかったと考えられるものを集め，不結実岐葉，結実匯葉及び新丿日葉の別なく，温州みかん。
日向夏みかん夫々につき，晴天（晴時々曇を含む），曇天（曇時々晴，晴後曇，曇後晴等を含む）
及び雨天（曇時々雨，雨後曇，曇後雨等を含むj）に別けて，その度数分布を推計すると第14表と
なる。
第14表　　晴天，曇天，雨天の柑橘葉の見掛けの同化量の比較
　　　　　　　　(午前７時の葉乾重lOOmg当mg)
づ
温　．州　　み　　か　　ん 日　　向　　夏　　み　　か　　ん
晴　　天･ 曇･　天 雨　　天 晴　　　天 曇　　天 雨　　　天
　　９～１０
　　８～９
　　７～８
　　６～７
　　５～６
　　４～５
　・3 =-4
　　２～３
　　１一一２
　　０～１
－１～○
－２～－１
　　　●個
　　　２
　　　４
　　　３
　　　３
　　　６
　　　６
、　１
　個
１
１
２
３
３
７　　゛
６
２
２
２
個
２
２
３
２
１
個
１
４
４
２
３
７
２
２
.1個
　１
　４
　６
　５
　３
　３
　２
　２
　１
　１
　個
２、
２
２
１
１
･１
１
合　計　個 25 29 10 75 29 10
‘平均値mg 3.34 3.50 32.3 3.86 4.09 3.80
　即ち，平均値に於いて曇天がやや多く雨天かやや少くなっているか，晴天，曇天，雨天の間に顕
著な差が認められない。これは測定か匝めて長期に亘ったためで，その材料の生理的状態が全て異
り，日照量，照度及び温度等の影響も異り，比較の条件として充分であ？たとは云えない。然し，
温州みかん，日向夏みかん共に分布の巾が曇天は広く，晴天，雨天は狭い。曇天には雲の状態が色
色と異り，見掛けg)同化量の多少の差が著しくなる。然し乍ら，第9 , 10表にみる如く日照量が晴
天の約50ガに減ぜられると，その見掛けの同化量は逆に増加し，また日照量が30％に減ぜられる
と，見掛けの同化量は減少して自然のものの67％となる。温州みかんと同様に比較的陰樹的性質
　　　ｕo)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(51,(6)｡□).C8),19)の強い　葡萄でも同様の事が認められ，且，此の傾向は秋に一層顕著である。
　又，同表の10邱区の如く，日照量が晴天の13.3%に減ぜられるど，見掛けの同化量が晴天の
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ものの12％となる。此の事から，晴天の日照量の15～45％である雨天では，その見掛けの同化
量が，晴天の25～28％程慶であろうと推定出来る。故に，樹体の生理的条件が比較的似ている９
月15日（晴）と９月13日（§）との及び９月30日（雨）と10月２日（晴）との見掛けの同化
量を測った所，第15, 16表の如き結果となった。，
　　　　　　　　　　　　第15表　　柑橘成木の雨天，晴天時の見掛けの同化量　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1953年。９月30日｡10月２日）
当日の天候（高知測候所）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
月　日
気　　　　　　　温　　　１
一
日　照
時　数
z､.,9J3　1　日　　照　　瓜
影喧最　低 最　高 平　均 湿度 コこ･55e£1a9~15 総量 殼　高
　9. 30
10. 2
　　゜C
20.0
17.5
　゜C
23.5
28.6
　゜C　　　　％
21.3　　96.5
21.5　　71.5
－
9.4
10　1p
　0　1
Cal/cm2
　　104
　　412
Cal/cm2
　19
　59
　mm
19.7
　－
註　1. 10月２日には９月30日と同じ新梢上の葉を用う，
　　２．測定時刻は午前７時と午後２時30分である．
　　　　　　　　第16表　　温州みかん幼樹の曇天，晴天時の見掛けの同化£k
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1954年．９月13日.15日）
月　　日 天気概況
気　　　　　　　　温 葉　　　乾　　　重
見掛けの同化a午前７時 午ik 2.50 午前･7時 午後２時30分
９月18日
９月15日
忌
晴
24.U °C
24.0
28.1 °C
30.2
500.6mg (100)
498.4　（100）
510.5mg(119.78)
497.9　(119.06)
9.9mg (19.78)
9.5　(19.06)
当日の天候（高知測候所）
月　日
気　　　　　　　温 -
湿度゛ 日照時敷
全霊瓜
　9～15
日照瓜
鸚|最　低 殼　高 平　均 総　　瓜
９月13日
９月15日
　　゜C
24.0
21.8
　　゜C
28.6
32.2
　　゜C
26.0
27.9
　％
94
78
　０
ｎ．１
10　10
゛0　0
Cal/cm-
　118
　561
　mm ３．２
０
　　　　註　９月13日，15日には同じ葉から材料をとる。
　即ち，温州みかん，日向夏みかんの見掛けの同化量は共に雨天時に･少く，明瞭に晴天との差が認
められたのに反し，曇天時は晴天時より見掛けの同化量が多いかその差が著しくない。換言すると
柑橘葉は曇天と雖も盛に同化し，見掛けの同化量に於いて曇天と晴天｀とに差がなく，逆に曇天が多
い事もある。また曇天時はその多少の差が著しいが，雨天には少い。一
　５．陽生葉，陰生葉の見掛けの同化量：陰生葉と陽生葉とは葉の広さ，重さ，色及び着生の角度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13),CH)が異り，葉緑粒の数，大きさに違いかある。 当実験の３年間遮光栽培した場合にも同様で，葉
色か濃緑化し，葉形が円形化し，葉重が軽くなり。葉の厚さが薄くなり，葉の着生の状態が水平方
向に転じ，葉面の中肋を中心に上向に折れているものか平面となる。此の葉の変化は日照量が50％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10)に遮断された場合には著しくない力も30 %, 10 % ＼t日照量が減少した場合に顕著である。即ち，温
州みかんの陽生葉は直射日光を避ける様な葉面の位置，形態となり，陰生葉は直射日光の受光量を
　　　　　　　　　　　柑橘類の生態･学的研究　（吉村・岩川）　　　　　　｡11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U).ai).(i3)より多くする様な葉面の位置，形態になる。而してI，陰樹は陽樹より弱光の利用率が高く。
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a)>a3)
同様に，陰生葉は陽生葉より弱光に対する同化能が高い。・　当実験でも，陽生葉の遮光された場‘
合，その見掛けの同化量は所謂陰生葉とほぼ同量の感があるが，陰生葉の乾重が陽生葉に較べ著し
く少いため，乾重当りの見掛けの同化量では陰生葉の方が多く，その傾向は陰変が高いもの程著し
く，日照量が露天の約10％の所では，遮光した陽生葉の見掛けの同化量の２倍弱で，温州みかんの
陰生葉は特に弱光の利用率が高いのではないかと考えられる。晴天時に露天の約10％程慶の日照量･
の箇所は，曇天には,晴天時の約4.4％の日照量となり,その箇所の陰生葉の見掛けの同化量仇荒
天時にF正」となり，曇天時に僅少乍ら「負」となると考えられる。今，それに呼吸量，転流量
を考慮に入れると，晴天時に日照量が露天の約10％程慶である懐枝の陰生葉でも，その存在か無
意味であるとは云えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　摘●　　　　要゜
　１．打抜き法で温州みかん，日向夏みかんの不結実杖葉，結実枝葉の見掛けの同化量を測っだ
所，見掛けの同化量は５，６月の初夏が最大で，以後，夏，秋，冬と減少する。
　２．柑橘葉は12月迄生長しつづけ，展葉後の経過日数の少いもの程同化能が高いか，旧葉の同化‘
能は新葉に較べ外的因子に対し安定している。
　３．柑橘葉の曇天時の見掛けの同化量は晴天時と異らず，むしろ多い事もあるか，その多少の差
が甚しく，雨天時は晴天時より少い。
　４．露天の50％に遮光した場合，その見掛けの同化量は逆に露天よより多くなるが，30％に遮
光した場合，露天より見掛けの同化量が少くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　－５．柑橘の陰生葉は陽生葉に較べ弱光の利用率が高く，日照量が夏季晴天の約10％の箇所の陰･
生葉でもその存在価値が認められる。
　６．柑橘の同化作用及び向化能は結実現象によって活溌化しないか，外的因子に対して安定化す
る。
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